
研修期間

対象者

会場

講師紹介（敬称略）

研修のポイント研修のねらい

中小企業大学校 瀬戸校
独立行政法人　中小企業基盤整備機構

検 索

※お申し込み方法は裏面をご覧ください。
〔お問合せ〕　瀬戸校　研修担当
　　　　　　ＴＥＬ：0561-48-3401瀬戸校

森　俊彦（もり　としひこ）
一般社団法人　日本金融人材育成協会　会長

東京大学経済学部卒、日本銀行入行、バーゼル銀行監督委員会・日本代表、上席考査役、金沢支店長、金融機構局審議役などを経て金融高度化
センター長。元金融庁参与。元商工中金アドバイザー。現在、中小機構中小企業応援士委嘱委員会委員長、マネジメントパートナーズ経営顧問等を
兼務。　【政府委員】 2016年～経済産業省「ローカルベンチマーク活用戦略会議」委員。2017年～内閣府「知財のビジネス価値評価検討タスクフォース」
委員。2018年～金融庁「融資に関する検査・監督実務についての研究会」メンバー。2019年～環境省「ESG金融ハイレベル・パネル」委員。金融庁「金
融仲介の改善に向けた検討会議」メンバー。2020年～内閣府「価値デザイン経営ワーキンググループ」委員。2021年～内閣府「知財投資・活用戦
略の有効な開示及びガバナンスに関する検討会」委員。2022年～中小企業庁「事業環境変化対応型支援（デジタル化診断）事業 有識者検討会」座長。
2023年～経済産業省「ローカルベンチマークガイドブック検討会」委員　　【著書】「地域金融の未来」（中央経済社）

国の中小企業・小規模企業施策と実際の
支援策のあり方、重要ポイントについて、
分かりやすく学ぶことができます。

講師や受講者とのディスカッションを通じ、
知識・スキルの習得と業務への応用力、
適用力の向上を目指します。

　地域金融機関は、事業性を評価する力（目利き力）や提案
力の強化により、地域を支える企業に対するコンサルティン
グ機能を発揮していくことを求められています。とりわけ、企
業を取り巻く経営環境の変化が激しい昨今にあっては、そも
そも何を課題として認識・把握するかという、課題「設定」
型の伴走支援の重要性が増しています。
　本研修では、国の中小企業・小規模企業施策の背景を学
んだうえで、講師や他の受講者とのディスカッションを通じ、
地域金融機関だからこそできる伴走支援について考えます。

中小企業と地域金融機関の「共通価値の創造」に向けて

地域金融機関職員研修

702コースNo.

瀬戸校
金融機関職員の方向け

中 小 企 業 大 学 校

24 名定　員

16,000円（税込）受講料

2024 年

2  6 火

［名古屋開催］

（ 6時間）

名古屋市中村区那古野一丁目４７番１号

名古屋国際センター
　5 階　第１会議室

地域金融機関の職員
( 実務経験 5 ～ 10 年程度 )
• 営業店渉外・融資担当者の中堅職員
• 「企業支援（経営支援・事業支援）部」　　　

「審査（融資）部」「法人営業（営業統括）部」、
それらに類する本部部署に所属する　　　
中堅職員

募集締切 12 20 水2023 年

月 日 時 間 科 目 内 容

2 6
火

9:50-10:00 開講式・オリエンテーション

10:00-12:30

最新の
中小企業行政と
金融行政のポイント
～地域金融機関に
おける経営力再構築
伴走支援の考え方～

最新の中小企業行政と金融行政について、「金融機関
の持続可能な収益性や将来にわたる健全性を具体的
にどのように構築していくのか」の観点から、地域金融
機関の職員として押さえておきたいポイントを学びます。
（１）過大債務企業への経営支援の実例→経営デザイン　
　　シートやローカルベンチマークの活用と「伴走支援型　
　　融資」の実践→ＩＴ／ＤＸを活用した支援スキーム
（２）金融機関の「使命」と「支援機関との連携」→　検査　
　　マニュアル廃止後の「融資に関する検査・監督、引当
　　の考え方と進め方」
（３）「挑戦する中小企業応援パッケージ」と「経営力再構
　　築伴走支援＝課題『設定』型伴走支援」のポイント
（４）中小企業経営者の生の声（金融機関への思い）

13:30-17:00

伴走支援型融資の
実践に向けて
(事例紹介、
質疑・意見交換）

伴走支援型融資による創業・事業再生・事業承継・
成長支援やメイン化について、事例を通じて学びを
深めます。
また、講師や他の受講者とのディスカッションにより、
知識・スキルの習得と業務への応用力、適用力の向上
を目指します。

17:00-17:10 閉講式
※カリキュラムは都合により変更する場合がありますので予めご了承ください。
※研修開始前に事前課題があります。（書籍を読んだ上で、研修でディスカッションしたい事項について記入）



「web申込み」をクリックします。※研修詳細ページからも申込みができます。

受講したい研修が決まったら、
中小企業大学校のホームページにアクセス

【瀬戸校ホームページ】
https://www.smrj.go.jp/institute/seto/index.html

※PCでの申し込みが便利です

WEB申込のご案内

WEB企業ID登録で、次回からのお申込みがより簡単になります。
ぜひこの機会にご登録ください。

登録方法
受講申込みのページ「事務連絡担当者」の欄にある「WEB企業

IDの登録」で「可」を選択してください。

初回お申込完了後、ご登録のe-mailアドレス宛に「お申込み受付の確認メール」

が送信されます。

内容に従い、WEB企業IDのパスワード設定をお願いします。

次回以降は「WEB企業IDでログイン」欄にIDと設定したパスワードを入力し

ログインいただくと、企業情報などが自動で入力されるほか、過去の申し込み

履歴をご覧いただけます。

WEB企業ID登録がおすすめ！

次回からのお申込みが簡単に！

申込み画面に必要事項を入力後「確認画面へ」をクリックします

内容に問題がなければ「申込み実行」をクリックします。

申込完了後、確認メールが送信されます。
※確認メールが届かない場合や内容が異なる場合は、お手数ですが瀬戸校までご連絡ください。

1

2

3

4

受講お申込み 受講決定通知
（開講１ヶ月前）

受講料のお振込み 開 講

インターネットにてお申し込みください。
※応募者多数の場合、キャンセル待ちとなる場合がございますので、お早めにお申し込みください。

お申し込みから開講までの流れ

※お振込みいただいた受講料は、キャンセルされた場合にも一部または全額を申し受けますので予めご了承ください。
※より多くの企業の皆様が受講できるよう、原則として１コースあたり１社３名様までのお申し込みといたします。
（３名を超えてのお申し込みはキャンセル待ち扱いとなります。）

瀬戸校トップページ下部「支援機関向け研修一覧」を
クリックします

お問い合わせ先

TEL FAX

URL

住所：名古屋市中村区那古野１－４７－１

＜公共交通機関＞
●名古屋駅 徒歩７分
●地下鉄桜通線 国際センター駅 ２番出口すぐ

※受講者様専用の駐車場はご用意しておりません。

名古屋国際センターへのアクセス

ご希望の研修コースをプルダウンしてお選びください

以下、必要事項をご記入ください

https://www.smrj.go.jp/institute/seto/index.html
https://www.smrj.go.jp/institute/seto/

